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臨
時
道
議
会
で
、
議
長
・
副
議
長
、
委
員
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し

た
。
真
下
紀
子
議
員
は
、
環
境
生
活
常
任
委
員
と
な
り
ま
し
た
。
環
境

と
道
民
生
活
、
気
候
変
動
対
策
や
女
性
の
活
躍
、
ア
イ
ヌ
問
題
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
分
野
を
担
当
し
ま
す
。
共
産
党
道
議
団
の
配
置
は
15
年
ぶ

り
で
す
。
議
運
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
で
き
ま
す
。 

◇ 日本共産党道議団は3議席、4人の会派要件に届かず、

諸派となり、会派代表質問権がなくなりました。 

◇ 一般質問は年間、20分×3人 

◇ 常任委員会・特別委員会は、委員として所属、理事会

はオブザーバーです。下の表を参照ください。 

◇ 議会運営委員会は、委員会・理事会ともオブザーバー

です。 

◇ 定数が100に減少し、予算・決算委員会は委員配分さ

れます。 

 

24
日
、
日
本
共
産
党
道
議
団
は
、
鈴
木
直
道
知
事
が
就
任
後
初
め
て
編
成
す
る
政
策
予
算
等
に
対
し
て
要
望
・

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
知
事
は
、
「
国
保
財
源
を
国
に
求
め
る
」
「
原
発
は
国
の
動
向
を
注
視
す
る
」
な
ど

と
応
じ
、
高
橋
道
政
を
踏
襲
す
る
姿
勢
が
鮮
明
に
な
り
ま
し
た
。 

 常任委員会 特別委員会 議員団構成 

真下議員 環境生活 少子・高齢社会対策 
地方交通問題調査 

議員団長 

菊地議員 経済 新幹線・総合交通 幹事長 
議会運営委員会 
（オブザーバー） 

宮川議員 保健福祉 食と観光 政策審議会長 
広報委員 

 

大
幅
な
引
き
上
げ
が
想
定
さ
れ
る

国
保
料
。
払
い
や
す
い
水
準
に
す
る

た
め
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
、

子
ど
も
の
均
等
割
り
軽
減
な
ど
の
決

定
権
は
市
町
村
に
あ
り
ま
す
。
市
町

村
の
決
定
を
尊
重
す
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。 

 

知
事
は
「
国
保
の
窓
口
を
経
験
し

た
。
市
町
村
毎
に
違
う
保
険
料
の
平

準
化
は
必
要
。
財
源
は
国
に
求
め
て

い
く
」
と
国
任
せ
の
答
弁
で
、
保
険

者
と
な
っ
た
道
の
自
主
的
な
姿
勢
も

示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

 

地
方
路
線
に
つ
い
て
「
被
災
し
た

路
線
の
早
期
解
決
を
図
る
」
と
の
べ

た
鈴
木
知
事
に
、
真
下
紀
子
議
員
は

「
廃
線
に
よ
る
解
決
か
、
路
線
維
持

の
解
決
か
判
然
と
し
な
い
」
と
の
べ

あ
ら
め
て
質
問
し
ま
し
た
。 

 

知
事
は
「
私
は
廃
線
論
者
で
は
な

い
。
夕
張
線
は
10
往
復
の
代
替
バ
ス

を
確
保
し
た
う
え
で
地
域
と
十
分
話

し
合
っ
て
判
断
し
た
」
と
強
調
し
、

運
賃
の
値
上
げ
を
説
明
に
き
た
島
田

修
Ｊ
Ｒ
社
長
に
「
道
民
の
中
に
不
安

が
あ
る
。
丁
寧
な
説
明
を
求
め
た
」

と
の
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
自
治
体
負

担
を
否
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 



 

 最も確かな経済政策は10％にしないこ

とです。逆に減税したほうが経済効果は

抜群ではないでしょうか。 

 「上げるなら 消費税より 賃金を」に

あやかって「上げるなら 消費税より 小

遣いを」、懐温める政策が必要です。 

  道政・道議会に関するご意見・ご要望をお寄せください。 Ｅ-mail : m.noriko.office@gmail.com 

 

国
後
島
へ
の
ビ
ザ
な
し
交
流
訪
問
団
の

一
員
と
し
て
参
加
し
た
丸
山
穂
高
衆
議
が

元
島
民
の
訪
問
団
長
に
「
戦
争
で
こ
の
島

を
取
り
返
す
の
は
賛
成
で
す
か
、
反
対
で

す
か
」
「
ロ
シ
ア
が
混
乱
し
て
い
る
時
に

取
り
返
す
の
は
OK
で
す
か
」
と
迫
り
、

「
戦
争
を
し
な
い

と
ど
う
し
よ
う
も

な
く
な
い
で
す

か
」
と
戦
争
に
よ

る
領
土
奪
還
を
示

唆
す
る
発
言
を
繰

り
返
し
た
こ
と
が

発
覚
し
ま
し
た
。

 
5
月
11
日
、
北
方
４
島
へ
の
ビ
ザ
な
し
訪
問
団
に
参
加
し
た
丸
山
穂
高
衆
議
院
議
員
が
、
戦
争
に
よ
る
北
方
領
土
返

還
に
言
及
し
た
問
題
で
、
道
議
会
は
22
日
、
丸
山
衆
議
の
言
動
を
批
判
す
る
決
議
を
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。 

「
戦
争
な
ど
と
い
う
言
葉
を
使
い
た
く
な

い
」
と
抗
議
し
た
訪
問
団
長
に
し
つ
こ
く

迫
っ
た
も
の
で
す
。 

 

道
議
会
の
決
議
は
、
「
外
交
交
渉
以
外

の
手
段
で
の
北
方
領
土
返
還
実
現
を
示
唆

す
る
発
言
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
両
国
の

友
好
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
極

め
て
憂
慮
す
べ
き
事
案
」
「
元
島
民
は
も

と
よ
り
多
く
の
道
民
に
と
っ
て
は
到
底
受

け
入
れ
が
た
く
、
強
い
憤
り
を
禁
じ
得
な

い
」
と
抗
議
し
て
い
ま
す
。 

 

丸
山
氏
は
「
戦
争
発
言
」
の
後
も
政
府

関
係
者
の
制
止
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ

ア
人
女
性
の
い
る
店
に
行
く
と
夜
間
外
出

を
強
行
し
よ
う
と
す
る
な
ど
問
題
行
動
が

発
覚
。
日
本
維
新
の
会
は
ロ
シ
ア
大
使
館

に
謝
罪
す
る
な
ど
外
交
問
題
に
発
展
し
て

い
ま
す
。
維
新
の
会
は
丸
山
氏
を
除
名
し

ま
し
た
が
、
国
会
議
員
に
し
た
責
任
は
重

大
で
す
。 

 

戦
争
で
奪
わ
れ
た
領
土
の
早
期
返
還
を

望
む
元
島
民
・
道
民
の
願
い
に
真
っ
向
か

ら
反
す
る
戦
争
発
言
、
国

際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段

と
し
て
戦
争
放
棄
を
定
め

た
憲
法
９
条
に
反
し
、
99

条
の
憲
法
擁
護
・
遵
守
義

務
に
反
す
る
許
し
が
た
い

も
の
で
す
。
丸
山
氏
は
直

ち
に
辞
職
す
べ
き
で
す
。 

 第1回臨時議会に副知事の人事案が提

案され刷新人事かと注目されました。   

 しかし、高橋道政を支えた幹部職員

ばかりです。民間に天下りしていた元

農政部長、国から出向中の総務部長と

公営企業管理者を昇進させただけで、

これでは選択と集中のもと、住民福祉

や公共施設の維持・管理を縮小させる

一方、新幹線や旧開発道路に財源を集

中させ、カジノ誘致に前のめりの高橋

道政の踏襲であり、目新しさもありま

せん。 

 党道議団は、採決で反対しました。  

 第２回定例道議会に鈴木知事が提案

する補正予算にも注目が集まっていま

す。24日、共産党道議団から知事への

予算要望の席で真下議員は、「農業、

中小企業など本道の基幹産業が減少す

る中、道庁の役割は重要。３Ｒといわ

れる北海道の重要課題、ＩＲとＪＲ、

原発の再稼働に加え、４つ目のＲは領

土問題。再生団体の市長として地方自

治に歯がゆい思いもあったでしょうか

ら、国に物申す立場で尽力いただきた

い」と要望しました。 

 鈴木知事は、カジノを含むＩＲ誘

致、原発再稼働問題も、国の動向を注

視するというこれまでの道政踏襲の立

場でした。道民意見を反映した道政運

営を期待すると伝えました。 

 上がったと報道されたＧＤＰ、消費が

冷え込んで輸入が減ったのが原因と聞く

と、さもありなんです。実質賃金は下が

り、家計消費も冷え込んでいるときに、

消費税10％にしてはならないと、消費税

増税を前提にした条例改正の専決処分報

告に反対、菊地議員が討論しました。 


